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3月号

行 政 と み な さ ん を 結 ぶ

No.545

総務課

町長室

観光商工課

教育文化課

議会事務局

会計室

住民課

　住民戸籍係

税務課

福祉けんこう課

水道課

生活環境課

産業課

建設課

国体対策室

消防本部

（2）1443

（2）1444

（2）1446

（2）1453

（2）1449

（2）1452

（2）1462

（2）1448

（2）1465

（2）1471

（2）1478

（2）1487

（2）1445

（2）1482

（2）0035

（2）0119

各
課
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

大島町役場 ★ホームページ　　　http://www.town.oshima.tokyo.jp/
　　　　　 ★Eメール（町長室）town-build@town.oshima.tokyo.jp
　　　　　 ★Eメール（町長）  mayor@town.oshima.tokyo.jp

おおしま
住民カレンダー March（弥生）3月3月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

5

6

13

20

27

3

5

12

19

26

2

7

14

21

28

4

2

9

16

23

30

6

3

10

17

24

31

7

海…大島海洋国際高校（2時～4時）
大…大島高校（1時30分～3時30分）

移動図書館車 図書館開放日
ひまわり号
巡回日（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ

金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

※差木地沖の根地区は、波浮港地区の収集日に収集します。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
2
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

4

11

18

25

1元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,499世帯
780 〃 
463 〃 
228 〃 
335 〃 

1,058 〃 
483 〃 

4,846世帯
4,830世帯

2,739人
1,438〃　   
890〃　
410〃　
576〃　
1,809〃　
715〃　

8,577人
8,654人

大島町の世帯と人口
（24・2・1）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

火山博物館休館 法律相談 水道メーター検針
　　　（～27日）

住民説明会
（差木地公民館）
大島町文化祭作品展
　　　　 （～11日）

住民税申告受付
　　（泉津公民館）

住民税申告受付
　　   （野増公民館）
住民説明会
（開発総合センター）

住民税申告受付
　　（北の山公民館）
住民説明会
（岡田コミュニティ
　　　　  センター）

住民税申告受付
（岡田コミュニティ
　　　　 センター）
御神火温泉休館

ウルトラランニング
海ふる自然教室

住民税申告受付
（波浮港老人福祉館）

住民税申告受付
（差木地公民館）

行政相談 水道料金納付期限農業委員会

国民健康保険税
　 第10期納付期限

サンセットパーム
　　　  ライン駅伝

（4月）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間・差

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波
びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

波

波

波

波

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）波

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）波

海・大

海・大

南部

南部

北部

北部

大

大北部

海・大

燃やせるゴミ
収集しません

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

　椿まつりが始まり、多くの観光客の方がいらっしゃって
います。私たちは普段何気なく生活していますが、観光客
の方が自然や景色にとても感動している姿を見て、大島の
すばらしさを改めて実感させられました。大島の魅力をも
っと多くの人に知ってもらいたいですね。
　さて、東日本大震災から１年が経ちます。人との絆や防
災、節電など、多くのことを感じ、考えました。それらのこ
とを忘れないよう１年の節目を迎えようと思います。㋐

春分の日

確
定
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

申
告
期
間
は
3
月
15
日（
木
）ま
で
で
す
！

江戸みこしと
あんこパレード

第57回伊豆大島椿まつり
3月18日まで開催中
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元町保育園・つばき小学校・第一中学校・大島高校

北の山保育園・旧北の山小学校

岡田保育園・さくら小学校・第二中学校

旧泉津小学校

旧野増小学校・間伏文化会館

差木地保育園・旧差木地小学校・大島海洋国際高校

波浮保育園・つつじ小学校・第三中学校・旧波浮小学校

オーレック材料置場・管理型最終処分場

北野Ｈ農園・元町Ｎ農園・波浮Ｎ農園

元　町

北の山

岡　田

泉　津

野　増

差木地

波浮港

その他

農　園

0.04～0.08

0.05～0.06

0.03～0.05

0.03

0.04

0.03～0.05

0.02～0.05

0.05～0.06

0.03～0.04

0.04～0.06

0.05

0.04～0.06

0.04

0.04～0.05

0.04～0.06

0.02～0.06

0.04～0.05

0.03～0.05

1m5㎝
場　所地　区

2月9日

放 射 性 物 質 濃 度 測 定 結 果

　［参考］・安全基準値　3.8μSv/h（文部科学省）　・測　定　者　大島町総務課防災係　
　　　　　・測 定 機 器　小型放射線測定器DoseRAE2（東京都より借上げ）
　　　　　　　　　　　　シンチレーションサーベイメータTCS-172B　　　　　
　　　　　・測 定 日 時　2月9日の午前9時～正午と2月15日の午後2時30分～4時
　　　　　・測定値表示　小数点第3位を四捨五入して地区ごとの最低数値と最高数値を掲載
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［問い合わせ］総務課防災係　☎（2）1443

大気

大島町では大気および水道水の放射性物質濃度の測定を行い、安全であることが確認されています。

運動場四隅と中央・建物四隅・U字溝・庭木・砂場・他

運動場四隅と中央・建物四隅・U字溝・庭木・中庭

運動場四隅と中央・建物四隅・U字溝・庭木

波浮保育園

つつじ小学校

第三中学校

0.03～0.07

0.03～0.07

0.02～0.07

0.02～0.07

0.02～0.06

0.02～0.06

1m5㎝
重点測定（放射性物質が溜まりやすいといわれている場所）
※他地区も順次行う予定です

2月15日

水道水

泉津・北の山・南部2／7 10Bq/㎏以下 10Bq/㎏以下 ㈶ 日本分析センター

検　査　機　関Ⅰ－131 Cs－134・Cs－137採水浄水場採水日
放射性セシウム放射性ヨウ素

［参考］飲料水の摂取制限に関する指標（平成23年3月17日：厚生労働省医薬局食糧安全部長）
　　　　放射性ヨウ素：300Bq/㎏（１歳未満100Bq/㎏）　放射性セシウム：200Ｂq/㎏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［問い合わせ］水道課　☎（2）1478

イサキ（波浮港）1／24 ND（＜1.4） ND（＜0.91）ND（＜2.1）（独）水産総合研究センター

検　査　機　関Ⅰ－131 Cs－134・Cs－137品目採取日
放射性セシウム放射性ヨウ素

（単位：μSv/h）

最新の測定結果は大島町ホームページでも確認できます。

その他

［参考］暫定規制値　　放射性ヨウ素：2,000Bq/㎏　放射性セシウム（134と137の合計）：500Ｂq/㎏
　　　　※「ND」とは検出限界値未満を表し、その検出限界値を表記するようにしました。
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五島をつなぐ　～支庁の窓～
　東日本大震災の発生から約一年が経
過しました。未曾有と言われた大震災
ですが、厳しい自然環境の中で過去多
くの災害に見舞われてきた伊豆諸島に
とっても決して人事ではありません。
特に東海地震が発生した場合は、管内
各島にも甚大な津波被害が生じる恐れ
があります。
　東京都は大震災の教訓を踏まえて津波被害想定の検証
を行い、津波浸水予測等の見直しや避難誘導の仕組みづ
くりなど防災対策の再構築を検討しています。
　大島支庁では、これまでも災害時における町村との連
絡調整や治山・砂防などの防災事業、津波軽減効果を併
せ持つ港湾漁港施設の整備などにより、災害に強い島づ
くりに取組んできました。引き続き町村と連携しながら
ソフト・ハード両面における取組みを進めていきます。
　今回の大震災では、住民同士の助け合いが大きな効果
を発揮しました。島には長年培われた地域の連帯感があ
り、「共助」の精神は島民の皆さんの間に根付いていま
す。住民一人ひとりが防災の担い手としての意識を持ち
「自助・共助」の取組みを進め、地域の防災力が向上す
ることを期待します。

No.2

第
一
回
　

議
会
定
例
会
開
催
予
定

﹇
期
　
間
﹈
3
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
3
月
30
日
（
金
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
　
　
　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
9

　　　　伊豆大島ジオパークの公式サイトが完成しました。
このサイトを通して伊豆大島ジオパークの魅力やイベント情報などを発信
していきます。ジオパークをよく知らない方はもちろん、大島に初めて訪
れる方にもとても分かりやすい内容になっていますので、ぜひご覧くださ
い。　
　　　　　　http://www.izu-oshima.or.jp/geopark/
　　　　　［問い合わせ］伊豆大島ジオパーク推進委員会
　　　　　　　　　　　　事務局　町長室振興企画係　☎（2）1444

　
平
成
24
年
１
月
30
日
、第
１
回
大
島
町
議

会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
循
環
型
施
設
整
備
特
別
委
員
会
中
間
報

告
の
ほ
か
、契
約
に
つ
い
て
２
議
案
が
審
議

さ
れ
、い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
契
　
約
▼

・
大
島
町
循
環
型
施
設
（
焼
却
施
設
・
汚
泥

　
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
）
建
設
工
事
請
負

臨
時
会

議

会

伊豆大島ジオパーク公式サイトオープン！

　
契
約
金
額
　
3
，3
9
0
，4
5
0
千
円

・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造
機
器
購
入

　
契
約
金
額
　
9
，3
3
7
，1
2
5
円

大島町基本構想『後期基本計画』および
介護保険事業計画策定に伴う住民説明会を開催します
　大島町基本構想「後期基本計画」は、いただいた意見等を参考に原案の修正を行い総合開発審議会で
の審議と修正を重ねてきました。今回3月議会へ提案するにあたり住民説明会を開催します。
　また、併せて介護保険事業計画策定に伴う介護保険料改訂等の説明も行いますのでご参加ください。
［日時・場所］　　　　　　　　　　　　　　　　　　［問い合わせ］
　　　3月5日（月）　　開発総合センター　　　　　　　　大島町基本構想について
　　　3月6日（火）　　岡田コミュニティセンター　　　　　町長室振興企画係　☎（2）1444
　　　3月9日（金）　　差木地公民館　　　　　　　　　　介護保険事業計画について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民課介護保険係　☎（2）1462

午
後
6
時

ぼうさいキッドくん
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平
成
24
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

前
年
度
よ
り
40
円
安
い
1
4
，
9
8
0
円

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と

将
来
受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
る
だ

け
で
な
く
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。保
険
料
は
必
ず
納
期

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　　
国
民
年
金
は
１
年
分
・
半
年
分
の
保

険
料
を
ま
と
め
て
納
付
で
き
る
前
納
や
、

さ
ら
に
お
得
な
口
座
振
替
利
用
割
引
が

あ
り
ま
す
。

　
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
１
年
分

を
ま
と
め
て
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と

3
，
1
9
0
円
の
割
引
、
4
月
か
ら
9
月
、

10
月
か
ら
翌
年
3
月
の
半
年
分
ず
つ
を

ま
と
め
て
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
１
，

0
2
0
円（
年
間
2
，
0
4
0
円
）の
割
引

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
毎
月
払
い
の
口
座
振
替
も
、
通
常

の
翌
月
末
引
き
落
と
し
よ
り
、
当
月
末
の

引
き
落
と
し
「
早
割
制
度
」
に
変
更
す
る

と
月
々
50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
金
融

機
関
の
届
出
印
、
基
礎
年
金
番
号
の
確
認

で
き
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、
住
民
課
・

出
張
所
ま
た
は
各
金
融
機
関
に
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
ま
で

に
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
☎（
2
）1
4
6
2

平
成
24
年
度

　
　
国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　
　
1
4,
9
8
0
円
に

納
付
に
は
お
得
な

　
前
納
、口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

納付方法と割引額

国

民

年

金

14,980円×12月 14,980円×12月

14,930円×12月
【50円×12回】

88,860円×2回
【1,020円×2回】

175,990円
【3,770円】

89,150円×2回
【730円×2回】

176,570円
【3,190円】

　
水
道
料
金
の
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

に
は
年
に
1
回
「
口
座
振
替
領
収
証
明

書
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
料
金
シ

ス
テ
ム
の
変
更
に
伴
い
平
成
23
年
度
分

（
4
月
以
降
に
お
届
け
）
を
最
後
に
発
行

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
の
口
座
振
替
領
収
証
明
書
の
発
行
を
廃
止

　
10
月
以
前
に
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方

も
含
め
、
対
象
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
す
べ

て
の
方
が
申
請
が
必
要
で
す
。
期
限
ま
で

に
申
請
さ
れ
な
い
場
合
、
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
!!

﹇
申
請
期
限
﹈

　
窓
口
　
3
月
30
日
（
金
）

　
郵
送
　
3
月
31
日
（
土
）
消
印
有
効

※
期
限
内
に
申
請
す
れ
ば
、
10
月
分
か
ら

　
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

﹇
申
請
場
所
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
・
各
出
張
所

（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申
請
）

中
学
校
卒
業
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
方
へ

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
手
当
の
申
請
は
3
月
中
に
！
　

　
今
後
必
要
な
方
に
は
領
収
書
（
ハ
ガ

キ
）
を
毎
月
発
行
し
ま
す
の
で
、
水
道
課

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
水
道
課
業
務
係
　
☎
（
2
）
1
4
7
8

平
成
23
年
10
月
分
か
ら
の

　
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
る
た
め
に
！

次
の
方
は
申
請
の
翌
月
か
ら

　
　
　
　
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
！

　
〜
3
月
ま
で
に
申
請
し
て
も

　
　
　
　
遡
っ
て
受
け
取
れ
ま
せ
ん
〜

・
10
月
以
降
に
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

　
た
方

・
10
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
分
の
手
当

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
15
日
以
内
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
福
祉
け
ん
こ
う
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
7
1



5 広報おおしま 平成24年3月号

　
大
島
町
の
介
護
保
険
事
業
は
赤
字
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
平
成
24
年
4
月
よ
り
第
１
号

被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
介
護
保
険

料
の
値
上
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
介
護
保
険
の
制
度
や
保
険
料

に
つ
い
て
、
今
月
か
ら
3
回
に
分
け
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
介
護
保
険
制
度
と
は

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
社
会
保

険
制
度
と
し
て
平
成
12
年
4
月
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
大
島
町
で
も
要
介
護
認
定

を
受
け
た
方
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問

介
護
）
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
老
人
ホ
ー
ム

へ
の
入
所
等
）
に
か
か
っ
た
費
用
の
１
割

負
担
で
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
介
護
保
険
法
で
は
、
3
カ
年
を
１
期
と

す
る
事
業
計
画
の
策
定
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
計
画
期
間
中
に
要
介
護
認
定
を

受
け
る
人
数
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

費
用
の
見
込
み
を
算
定
し
、
第
１
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の
介
護
保
険
料

（
基
準
額
）
な
ど
を
算
出
し
ま
す
。

○
介
護
保
険
の
財
源

　
介
護
保
険
に
必
要
な
財
源
は
公
費
と
保

険
料
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
図
1
の
よ
う
な

内
訳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
う
ち
、
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
方
）
の
介
護
保
険
料
は
、

事
業
計
画
期
間
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
か
か
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
る
基

準
額
を
も
と
に
、
皆
さ
ん
の
所
得
段
階
に

応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
第
2
号
被

保
険
者
（
40
〜
64
歳
の
方
）
の
介
護
保
険

料
は
、
皆
さ
ん
が
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療

保
険
と
併
せ
て
徴
収
さ
れ
て
お
り
、
保
険

料
は
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
の
種
類

等
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

（ 

図 

１ 

）
　
財
源
構
成

　
平
成
24
年
度
よ
り
第
１
号
被
保
険
者
は
21
％
、

第
2
号
被
保
険
者
は
29
％
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

大
島
町
の
介
護
保
険
❶

○
介
護
給
付
費
の
推
移

　
介
護
給
付
費
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

っ
た
費
用
）
は
、
平
成
12
年
の
制
度
ス
タ

ー
ト
時
か
ら
年
々
増
加
し
、
平
成
23
年
度

（
決
算
見
込
額
）
と
比
較
す
る
と
1.5
倍
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
（
図
2
）

　
そ
の
要
因
は
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
や

要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
の
増
加
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の
増
加
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
第
4
期
計
画
（
21
〜
23
年
度
）
期
間

中
に
、
介
護
給
付
費
が
介
護
保
険
料
収
入

を
上
回
り
、
約
4
千
5
百
万
円
の
赤
字
が

発
生
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
介
護
保
険
の
対
策

　
第
4
期
事
業
計
画
（
21
〜
23
年
度
）
で

赤
字
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
対
策
と

し
て
東
京
都
財
政
安
定
化
基
金
よ
り
交
付

金
を
受
入
れ
、
さ
ら
に
借
入
金
を
し
て
、

第
4
期
事
業
計
画
の
赤
字
を
解
消
し
ま

す
。
そ
し
て
、
借
入
金
は
第
5
期
事
業
計

画
期
間
（
24
〜
26
年
度
）
の
中
で
返
済
す

る
こ
と
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
介
護
保
険
の

利
用
者
の
増
加
や
介
護
報
酬
の
改
定
な
ど

の
見
込
み
に
よ
り
、
第
5
期
事
業
計
画
期

間
で
の
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

（
基
準
額
）
を
値
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
4
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
住
民
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
6
2
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お気軽に
ご相談ください

　
東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
法
律
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

﹇
日
時
﹈
3
月
14
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
次
の
予
定
…
4
月
11
日
（
水
）

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
内
容
・
時
間
﹈

　
無
料
一
般
相
談
（
当
日
の
み
）

　
相
談
時
間
は
一
人
40
分
以
内

﹇
予
約
受
付
時
間
﹈

　
平
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

﹇
主
催
﹈ 

　
・
東
京
弁
護
士
会

　
・
第
一
東
京
弁
護
士
会
　

　
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

﹇
予
約
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　 

☎
0
3
（
3
5
9
5
）
8
5
7
5

　
シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の
方
へ
特
別
給

付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
が
、請
求
期
限
が

近
付
い
て
い
ま
す
。ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な

い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
請
求
受
付
﹈

　
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で（
消
印
有
効
）

﹇
対
象
﹈

　
平
成
22
年
6
月
16
日
に
ご
存
命
で
日
本

国
籍
を
有
す
る
方（
同
日
以
降
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
は
相
続
人
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

　
　
　（
3
月
31
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　
　
☎
0
5
7
0（
0
5
9
）2
0
4

　
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　
　
☎
0
3（
5
8
6
0
）2
7
4
8

　
昭
和
20
年
3
月
10
日
は
未
明
の
大
空
襲

で
一
夜
に
し
て
10
万
人
と
も
い
わ
れ
る
尊

い
命
が
失
わ
れ
た
日
で
す
。

　
東
京
都
で
は
東
京
大
空
襲
を
は
じ
め
戦

災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
平
和
を
願
い
、
黙

と
う
を
実
施
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
3
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
約
１
分
間

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

東
京

三
弁
護
士
会

に
よ
る
法
律
相
談

　
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
東
京
都
39

市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交

通
事
故
に
あ
っ
た
時
に
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
、
し
か
も
選
べ
る
2
コ

ー
ス
制
で
す
！

﹇
年
会
費
﹈

　
Ａ
コ
ー
ス
　
年
額
1
，
0
0
0
円

　
（
最
高
3
0
0
万
円
の
見
舞
金
）

　
Ｂ
コ
ー
ス
　
年
額
5
0
0
円

　
（
最
高
1
5
0
万
円
の
見
舞
金
）

﹇
共
済
期
間
﹈

　
平
成
24
年
4
月
1
日
（
途
中
加
入
は
加

入
申
込
日
翌
日
）
〜
25
年
3
月
31
日

﹇
加
入
で
き
る
方
﹈

　
大
島
町
に
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
方
。
（
修
学
等
で
島
外
に
転
出

し
て
い
て
も
加
入
者
と
生
計
が
同
一
で
あ

れ
ば
加
入
可
能
）

交
通
災
害
共
済「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」に
加
入
を
！

3
月
10
日
は

東
京
都
平
和
の
日

3
月
21
日
受
付
開
始

﹇
受
付
開
始
﹈
3
月
21
日
（
水
）

﹇
申
し
込
み
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
・
各
出
張
所

※
会
員
が
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
と
き

　
に
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る
場

　
合
、
遺
児
１
人
に
つ
き
年
額
10
万
2
千

　
円
の
交
通
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

　
す
。

※
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
ど
ん
な

　
に
小
さ
な
事
故
（
自
転
車
の
単
独
事
故

　
な
ど
）
で
も
必
ず
警
察
へ
届
け
て
く
だ

　
さ
い
。
交
通
事
故
証
明
が
な
い
場
合

　
は
共
済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
福
祉
け
ん
こ
う
課
・

　
各
出
張
所
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
福
祉
け
ん
こ
う
課
☎
（
2
）
1
4
7
1

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の
方
へ
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日
本
の
農
林
漁
業
は
①
需
要
低
迷
や
販

売
価
格
の
低
下
に
よ
る
所
得
の
減
少
②
従

事
者
の
著
し
い
高
齢
化
③
農
山
漁
村
の
活

力
低
下
、
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
ま
す
。特
に
離
島
の
大
島
で
は
、さ

ら
に
厳
し
い
状
況
と
い
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
産
業
課
で
は
、
島
の
農
業
・
漁

業
の
活
性
化
＝
農
業
・
漁
業
で「
稼
げ
る
」

「
暮
ら
せ
る
」を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
農
業
で
は
生
産
性
の
向
上
と
「
こ
だ
わ

り
を
持
つ
質
の
高
い
商
品
」を
自
ら
加
工
・

販
売
し
て
、
高
い
付
加
価
値
を
実
現
す
る

取
り
組
み
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。自
ら
素
材
生
産
（
1
次
）
×
加
工
（
2

次
）×
販
売（
3
次
）＝
6
次
産
業
化
で
す
。

6
次
産
業
化
は
所
得
向
上
・
雇
用
創
出
・

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
し
、
国
は
6

次
産
業
化
の
推
進
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
6
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
は
各
地
で

見
受
け
ら
れ
、
産
業
課
で
も
東
京
6
次
産

業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。す
で
に
産
業
課
の
紹
介
に
よ

り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を
進
め
て

い
る
方
も
い
ま
す
。

　
6
次
産
業
化
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
　
産
業
課
　
　
☎（
2
）1
4
4
5

農
業
・
漁
業
の
活
性
化

＝
6
次
産
業
化

　大島町および文化祭実行委員会では「豊かで潤
いのある町づくり、文化の香り高い大島町」の実
現を目指し、芸能や作品を多くの方に見ていただ
くために大島町文化祭を開催しています。
　今回の作品展には数多くの力作が出展していま
すので、お誘い合わせてご来場ください。

［日時］3 月 9日（金）～ 11日（日）
　　　午前9時～午後5時（最終日は午後4時まで）
［場所］開発総合センター　１階　大会議室
　　　　　　　　　　　　 2 階　大集会室
［内容］絵画・彫刻・書・陶芸・工芸（手工芸・人形・
　　　木工芸）・写真・俳句・絵手紙等
［問い合わせ］教育文化課社会教育係　
　　　　　　　　　　　　　　　☎（2）1453

　
「
農
業
を
や
り
た
い
」
方
に
「
大
島
で

暮
ら
し
、
一
緒
に
農
業
を
育
て
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
せ
ん
か
。
新
た
な
仲
間
を
迎

え
、
島
の
農
業
を
再
構
築
し
ま
し
ょ
う
。

は
ば
た
く
大
島
農
業
へ
の
受
け
入
れ
態
勢

に
つ
い
て
語
り
ま
し
ょ
う
。
大
島
農
業
の

今
後
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
と
し
て
、
農

業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
農
業

や
地
域
活
性
化
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
3
月
27
日
（
火
）
午
後
5
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

﹇
内
容
﹈

第
1
部
　
問
題
提
起

　
東
京
都
に
お
け
る
新
規
参
入
農
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
状
況
と
受
け
入
れ
態
勢

　
〜
そ
の
事
例
と
大
島
で
の
対
応
策
〜

第
2
部
　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
〜
新
た
な
農
業
者
と
と
も
に

　
　
　
　
　
飛
躍
す
る
大
島
の
農
業
〜

﹇
主
催
﹈
東
京
都
農
業
会
議
・
大
島
町
農

　
　
　
　
業
委
員
会

﹇
後
援
﹈
大
島
町

﹇
協
力
﹈
大
島
支
庁
産
業
課
・
島
し
ょ
農

　
　
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
大
島
事
業
所

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
産
業
課
　
☎
（
2
）
1
4
4
5

新
た
な
仲
間
と
共
に
御
神
火
農
業
を
築
こ
う

〜
島
の
宝
　
農
業
を
皆
で
考
え
よ
う
〜

は
ば
た
け  

大
島
農
業

大島町文化祭
～作品展～
大島町文化祭
～作品展～

　
移
動
図
書
館
車
ひ
ま
わ
り
号
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

﹇
仕
事
内
容
﹈

　
・
ひ
ま
わ
り
号
の
運
転

　
　
（
普
通
免
許
で
運
転
が
で
き
ま
す
）

　
・
貸
出
し
作
業

　
・
本
の
登
録
作
業

﹇
運
行
日
﹈

　
第
1
〜
第
4
土
曜
日
の
午
後

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
図
書
館
　
☎
（
2
）
2
3
9
2

移
動
図
書
館
車
ひ
ま
わ
り
号
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

興味のある方は
お気軽にご連絡ください！
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水
産
展
示
販
売
施
設『
海
市
場
』で
は
、

椿
ま
つ
り
感
謝
セ
ー
ル
と
し
て
対
象
品

を
一
割
引
に
て
販
売
し
ま
す
。

　
ご
贈
答
・
ご
進
物
な
ど
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
期
間
﹈3
月
1
日（
木
）〜
18
日（
日
）

﹇
対
象
品
﹈
活
伊
勢
海
老
・
冷
凍
伊
勢
海

老
・
貝
類
・
各
種
干
し
魚
・
切
身
加
工
品
・

ハ
ッ
ポ
ウ
ス
チ
ロ
ー
ル

﹇
営
業
時
間
﹈午
前
9
時
〜
午
後
4
時

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
海
市
場
　
☎（
2
）5
5
5
7

　﹇
業
務
内
容
﹈

　
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
給
食
調

理
補
助
及
び
配
送
業
務

﹇
人
数
﹈

　
男
性
１
名

　
（
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者
）

﹇
雇
用
期
間
﹈

　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

﹇
勤
務
時
間
﹈

　
午
前
７
時
45
分
〜
午
後
2
時
45
分

﹇
賃
金
単
価
﹈

　
１
時
間
当
た
り
　
8
3
7
円

　
交
通
費
は
町
条
例
に
基
づ
き
支
給

﹇
申
込
方
法
﹈

　
3
月
9
日
（
金
）
ま
で
に
、
履
歴

書
を
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
面
接
選
考
を
行
い
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
石
井

　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
6
0
0

海
市
場

椿
ま
つ
り
感
謝
セ
ー
ル
!

　
犬
や
ネ
コ
の
飼
い
方
に
関
す
る
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
周
囲
の
方
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

・
放
し
飼
い
は
や
め
て
く
だ
さ
い

・
散
歩
中
の
フ
ン
は
必
ず
後
始
末
を
し
て

　
く
だ
さ
い

・
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
避
妊
去
勢
の

　
手
術
を
し
て
く
だ
さ
い

ネ
コ
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

・
飼
い
ネ
コ
の
フ
ン
は
敷
地
内
に
ト
イ
レ

　
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
し
つ
け
を
し

　
ま
し
ょ
う

・
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
避
妊
去
勢
の

　
手
術
を
し
て
く
だ
さ
い

※
飼
い
ネ
コ
以
外
に
餌
を
与
え
る
場
合
は   

  

　「
飼
い
主
に
な
る
」
と
い
う
自
覚
と
責
任

　
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

﹇
内
　
　
容
﹈説
明
↓
魚
の
開
き
体
験
↓
試
食

﹇
日
　
　
時
﹈3
月
20
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
1
時
頃

﹇
場
　
　
所
﹈カ
メ
リ
ア
ビ
レ
ッ
ジ

﹇
費
　
　
用
﹈保
険
料
等
1
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
現
地
徴
収
）

﹇
参
加
資
格
﹈小
学
生
以
上

﹇
募
集
人
数
﹈先
着
15
人

﹇
申
込
期
間
﹈3
月
12
日
〜
16
日

﹇
申
込
方
法
﹈電
話
に
て
申
し
込
み

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
産
業
課
　
☎（
2
）1
4
4
5

魚
の
開
き

　
体
験
教
室

　
町
営
牧
場
裏
手
に
位
置
す
る
多
目
的
広
場
に
お
い
て

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

﹇
開
　
催
　
日
﹈
3
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
3
時

　
　
　
　
　
　
　
※
雨
天
中
止

﹇
出
店
募
集
﹈
3
月
1
日
（
木
）
〜
9
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
※
先
着
25
組

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
産
業
課
農
業
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
5

フ
リー

ー
マ

ケ
ト
ッ

開
催
!

犬やネコを
飼っている方へ
お願いです！

学
校
給
食
調
理
補
助
員

募
集
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平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

 
活
動
調
査
票
を
回
収
し
て
い
ま
す

総務省・経済産業省・東京都・大島町
調査についてのホームページ⇒

経済センサスキャラクター

●
平
成
24
年
2
月
に
実
施
の
経
済
セ
ン
サ
ス
│
　

　
　

活
動
調
査
は
、
全
て
の
企
業
・
事
業
所
を

　
対
象
と
し
た
、
全
産
業
分
野
の
経
済
活
動
を

　
把
握
す
る
調
査
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
経
済
セ
ン
サ
ス
│

活
動
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
0
1
2
0
（
4
4
）
1
0
3
4

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｐ
電
話
の
方
　
☎
0
3
（
6
8
3
0
）
1
0
3
4

　
　
　
　
　
　
　
町
役
場
町
長
室
　
☎
（
2
）
1
4
4
4

◆
調
査
票
は
3
月
16
日
ま
で
に
調
査
員
が
回
収
し
ま
す
の

　
で
、
ご
回
答
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
記
載
す
る
た
め
の
資
料
が
手
元
に
な
く
、
17
日
以
降
の

　
提
出
と
な
る
場
合
は
、
町
長
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

経済センサス 検索

　
三
原
山
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
を

和
式
か
ら
洋
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
雨
水
を
タ
ン
ク
に
貯
水
し
、
ト
イ
レ
等

へ
水
を
供
給
（
左
図
参
照
）
し
て
い
る
た

め
、
降
水
不
足
に
よ
り
利
用
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
水
は
大
切
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研

究
科
は
、
平
成
20
年
に
大
島
町
の
教
育
と

研
究
に
関
す
る
協
定
を
大
島
町
と
締
結
し

ま
し
た
。
以
降
、
泉
津
の
海
洋
深
層
水
取

水
施
設
を
研
究
に
利
用
し
、
そ
の
計
画
や

成
果
は
過
去
2
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
町

民
の
皆
さ
ん
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
3
回
目
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
と
活
発
な
討
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
内
容
﹈

・
微
細
藻
類
の
培
養
、
温
度
差
を
利
用
し

　
た
淡
水
化
、
海
水
か
ら
の
金
属
類
の
抽

　
出
、
藻
場
の
再
生
、
取
水
パ
イ
プ
に
関

　
す
る
研
究
等
の
成
果
報
告

・
大
島
の
観
光
、
産
業
、
教
育
に
携
わ
る

　
方
々
に
よ
る
将
来
へ
の
期
待
の
講
演

・
大
島
高
校
、
海
洋
国
際
高
校
の
生
徒
と

　
大
学
院
生
に
よ
る
大
島
活
性
化
に
関
す

　
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
成
果
を
高
校
生

　
が
発
表

・
大
島
町
の
方
々
と
東
京
大
学
教
員
・
学

　
生
と
の
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

﹇
日
時
﹈
3
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
5
時
頃

﹇
場
所
﹈
第
一
中
学
校

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
町
長
室
振
興
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
4
4
4

第
3
回  

伊
豆
大
島

海
洋
深
層
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

※
飲
料
水
と
し
て
は

　
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

三
原
山
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
利
用

　
大
島
町
で
は
青
少
年
教
育
の
振
興
の
た

め
、
青
少
年
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　
委
員
が
就
任
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

﹇
任
期
﹈
平
成
24
年
2
月
15
日
〜

　
　
　
　
　
　
平
成
26
年
2
月
14
日

大

島

町

青

少

年

委

員

﹇
委
員
﹈
（
再
任
）
泉
　
津
　
高
橋 

正
子

　
　
　
　
　
　
　
　
元
　
町
　
髙
木 

義
久

　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
増
　
島
崎 

吉
光

　
　
　
　
　
　
　
　
差
木
地
　
川
口 

知
郎

　
　
　
　
（
新
任
）
岡
　
田
　
川
島 

勝
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
北
の
山
　
木
村 

和
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
波
浮
港
　
高
橋 

　
満
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行
政
へ
の
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど

﹇
日
　
時
﹈
3
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
相
談
員
﹈
安
本
　
近
志

目標数　25,000人（単位：人）

12,844

333

735

13,912

13,672

272

575

14,519

104.4％

東 海 汽 船

全　日　空

新中央航空

合　　　計

前 年 対 比

24年 23年
平
成
24
年
1
月
の
来
島
者
数

　
大
島
一
周
道
路
は
平
成
20
年
2
月
の
大
規

模
な
落
石
に
よ
り
差
木
地
〜
波
浮
港
間
に
お

い
て
一
部
通
行
止
め
と
な
っ
て
お
り
、
大
島

支
庁
で
は
新
た
な
橋
の
建
設
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
た
び
新
橋
の
「
大
滝
橋
」
が
完
成
し

ま
し
た
の
で
、
通
行
止
め
を
解
除
し
ま
す
。

安
全
性
が
向
上
し
、
一
周
道
路
の
機
能
が
回

復
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
開
通
日
時
﹈

　
3
月
17
日
（
土
）
午
後
2
時

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
支
庁
土
木
課
　
☎
（
2
）
4
4
4
1

３
月
17
日（
土
）午
後
２
時

　
　
　
　
　
　
　
大
島
一
周
道
路「
大
滝
橋
」開
通
！

2
0
1
2
伊
豆
大
島

　
　
ふ
れ
愛
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ト
ー
リ
ー

﹇
ス
タ
ー
ト
﹈

　
つ
ば
き
小
学
校

　
①
②
午
前
5
時

　
③
午
前
9
時

﹇
制
限
時
間
﹈

　
①
14
時
間

　
②
9
時
間

　
③
10
時
間

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
観
光
商
工
課
振
興
係

　
　
☎
（
2
）
1
4
4
6

①
1
0
0
㎞
の
部
　
②
58
㎞
の
部

第
8
回 

伊
豆
大
島
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ

③
4
2
・
1
9
5
㎞
の
部

第
6
回 

伊
豆
大
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン

100㎞の部1周目と
58㎞の部 3月

24日

42.195㎞の部

100㎞の部
2周目

3月24日（土）は島中を大
勢の選手が走ります。応
援・ご協力をお願いします。

大滝橋開通に伴い、一周道
路がコースとなります。
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毎
年
、
中
学
校
で
は
人
権
啓
発
活
動
と
し
て
三
年
生

の
公
民
学
習
を
通
し
て
、
人
権
に
関
す
る
作
文
を
書
い

て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
52
作
品
の
中
か
ら
10
作
品
が
入
選
し
、

こ
の
う
ち
1
作
品
を
東
京
法
務
局
及

び
東
京
都
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主

催
の
「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
東
京
都
大
会
」
に
大
島
代
表

作
品
と
し
て
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
作

文
委
員
会
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

○
東
京
都
大
会
・
作
文
委
員
会
賞

「
震
災
の
最
前
線
で
働
く
人
た
ち
」

　
　
　
　
一
中
　
柴
田
　
一
利

○
大
島
地
区
入
選

「
児
童
虐
待
」

　
　
　
　
一
中
　
濱
中
　
佑
衣

「
被
害
者
の
人
権
を
守
ろ
う
」

　
　
　
　
一
中
　
白
井
　
理
珠

「
結
局
は
皆
、
同
じ
人
間
な
の
だ
か
ら
」

　
　
　
　
一
中
　
坂
本
　
繭
子

「
戦
争
や
平
和
」

　
　
　
　
一
中
　
牧
野
　
仁
美

地 区 別 運 転 者 講 習 会
※交通安全講話および交通ビデオ放映

大島警察署・大島交通安全協会

午
後
7
時
〜
8
時

3月2日（金）

3月6日（火）

3月7日（水）

3月8日（木）

3月13日（火）

3月19日（月）

3月23日（金）

3月26日（月）

3月28日（水）

クダッチ老人福祉館

泉津公民館

間伏文化会館

野増公民館

差木地公民館

北の山公民館

岡田コミュニティセンター

波浮港老人福祉館

開発総合センター

会　場日　　時

メインスローガン

4月6日（金）～4月15日（日）の10日間
「春の全国交通安全運動」が実施されます。

平成24年春の全国交通安全運動

「やさしさが　
　　  走るこの街  この道路」

﹇
相
談
時
間
﹈
午
後
1
時
〜
4
時

﹇
予
約
・
相
談
電
話
番
号
﹈

　
東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
の
声
課

　
☎
0
3
（
5
3
8
8
）
2
2
4
5

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る

「
島
し
ょ

　
　
法
律
相
談
」
で
す
。

3月の相談日

月・水・金

2

9

16

23

30

7

14

21

28

5

12

19

26

　
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
転
倒
や
落
下

し
た
家
具
・
家
電
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
凶

器
と
な
り
、
ケ
ガ
の
大
き
な
要
因
と
な
り

ま
す
。
近
年
発
生
し
た
大
地
震
で
は
、
実

際
3
〜
5
割
の
人
々
が
家
具
・
家
電
の
転

倒
落
下
や
ガ
ラ
ス
の
飛
散
で
ケ
ガ
を
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
は
、
家
具
・
家
電
の
配

置
を
換
え
た
り
、
転
倒
防
止
器
具
の
取
り

付
け
や
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
シ
ー
ト
を
貼
り

付
け
る
こ
と
な
ど
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。 3

月
は
引
越
し
の
シ
ー
ズ
ン 

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
を
!!

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

〜
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識
〜

人KENあゆみちゃん

人権イメージキャラクター
人KENまもるくん

「
い
じ
め
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
二
中
　
前
田
　
海
夏

「
児
童
虐
待
と
ネ
グ
レ
ク
ト
」

　
　
　
　
三
中
　
菊
地
　
耕
平

「
障
害
」

　
　
　
　
三
中
　
幡
野
　
秀
樹

「
児
童
養
護
施
設
」

　
　
　
　
三
中
　
奥
山
　
英
実

「
人
種
差
別
が
無
い
未
来
へ
」

　
　
　
　
三
中
　
船
木
　
真
希
子

　
3
月
は
引
越
し
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
自
宅
の
引
越
し
や
オ
フ
ィ
ス
の
レ
イ

ア
ウ
ト
変
更
の
際
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
を

行
う
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、
い
つ
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
地
震
に
備
え
、
ぜ
ひ

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
東
京
都
総
務
局
防
災
管
理
課

　
　
☎
0
3
（
5
3
8
8
）
2
4
8
5

　
町
役
場
総
務
課
防
災
係

　
　
☎
（
2
）
1
4
4
3
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循
環
型
施
設
の
建
設
工
事
業
者
を
決
定

す
る
方
法
と
し
て
、
町
で
は
「
総
合
評
価

指
名
競
争
入
札
方
式
」
を
採
用
し
ま
し
た
。

単
に
金
額
の
み
で
決
定
す
る
「
指
名
競
争

入
札
方
式
」
で
は
な
く
、
少
な
い
経
費
で

少
し
で
も
良
い
施
設
建
設
を
目
指
す
た
め
、

こ
の
方
式
で
の
業
者
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
方
式
で
は
「
入
札
価
格
」
と
「
技

術
提
案
書
」
を
入
札
希
望
業
者
（
今
回
は

Ｊ
Ｖ
3
社
）
に
提
出
さ
せ
、
入
札
金
額
と

提
案
書
を
「
総
合
評
価
審
査
委
員
会
」
で

細
か
く
審
議
（
審
査
項
目
は
表
１
の
と
お

り
）
し
て
点
数
化
し
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
一
番
高
い
得
点
を
得
た
業

者
が
落
札
業
者
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
す
。

厳
正
か
つ
公
正
な
審
査
の
結
果
、
入
札
金

額
に
は
ほ
と
ん
ど
開
き
が
な
く
価
格
点
は

全
社
同
点
、
技
術
提
案
は
最
初
に
町
か
ら

「
要
求
水
準
書
」
を
業
者
に
提
示
し
、
要

求
水
準
よ
り
優
れ
た
提
案
の
あ
っ
た
業
者

に
は
加
点
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
積
み
上
げ
が

得
点
に
な
り
ま
す
。
全
体
的
に
低
い
点
数

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
提
案
内
容
が

乏
し
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
良
い
提
案

で
あ
っ
て
も
、
各
社
が
共
に
同
様
の
提
案

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
「
他
社
に
比
べ
て

優
れ
た
提
案
」
に
よ
る
加
点
が
少
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
結
果
で
す
。

　
審
査
委
員
会
は
、
平
成
23
年
7
月
8
日

に
第
一
回
を
開
催
、
平
成
24
年
1
月
6
日

迄
に
8
回
開
催
し
、
時
間
を
か
け
て
慎
重

な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
落
札
業
者
は
Ｓ
Ｎ
環
境
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
（
焼
却
施
設
）
、

ア
タ
カ
大
機
株
式
会
社
（
し
尿
・
汚
泥
処

理
施
設
）
、
山
田
建
設
（
地
元
業
者
・
建

屋
等
）
の
3
社
Ｊ
Ｖ
（
共
同
企
業
体
・
表

2
の
3
番
）
が
落
札
業
者
と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。

　
工
事
の
入
札
価
格
は
、
予
定
価
格
37
億

9,
9
0
0
万
円
（
税
抜
き
）
に
対
し
32
億

2,
9
0
0
万
円
（
税
抜
き
）
で
落
札
と
な

り
、
予
定
価
格
よ
り
5
億
7,
0
0
0
万

円
安
い
価
格
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
30
日
の
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

総
務
課
長
よ
り
落
札
業
者
と
の
仮
契
約
の

締
結
の
報
告
、
担
当
の
生
活
環
境
課
長
よ

り
、
本
件
の
契
約
締
結
に
至
る
「
総
合
評

価
審
査
委
員
会
」
に
よ
る
最
優
秀
提
案
業

者
選
定
ま
で
の
経
緯
、
総
合
評
価
指
名
競

争
入
札
方
式
を
採
用
し
た
理
由
の
説
明
、

落
札
業
者
の
全
体
計
画
提
案
書
の
抜
粋
資

料
に
よ
る
提
案
内
容
に
つ
い
て
、
概
要
説

明
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
各
議
員
に
よ

る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
契

約
締
結
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
契
約
方
法
は
、
設
計
施
工
一
括

発
注
方
式
（
性
能
発
注
方
式
）
と
い
う
契

約
方
法
で
実
施
し
ま
す
。

　
性
能
発
注
方
式
は
、
発
注
者
（
町
）
が

性
能
を
示
し
、
受
注
者
（
業
者
）
が
そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
の
設
計
及
び
施
工
を
行

う
方
式
で
、
新
技
術
・
新
工
法
の
導
入
を

容
易
に
し
、
コ
ス
ト
縮
減
や
民
間
技
術
開

発
の
促
進
が
期
待
で
き
る
入
札
制
度
と
い

え
ま
す
。

　
工
事
を
実
施
す
る
業
者
は
、
専
門
的
な

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
（
設
計
技
術
力
、
建
設

技
術
力
、
経
営

能
力
等
）
を
有

す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
性

能
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
受
注

者
が
責
任
を
持

た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
設
計
の

責
任
は
標
準
案

を
採
択
し
た
と

し
て
も
受
注
者

側
に
あ
る
事
に

な
り
ま
す
。

　
今
後
、
落
札
業
者
と
町
に
よ
る
実
施
設

計
に
入
り
、
詳
細
な
部
分
に
つ
い
て
協
議

し
な
が
ら
設
計
を
進
め
て
行
き
、
お
お
よ

そ
9
月
頃
に
は
固
ま
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
建
設
予
定
地

の
造
成
工
事
が
あ
り
、
3
月
議
会
に
て
契

約
の
承
認
、
4
月
上
旬
に
は
現
場
の
工
事

に
入
る
計
画
で
す
。

循
環
型
施
設
整
備
シ
リ
ー
ズ
⑦

◎
工
事
業
者
が
決
定

◎
町
議
会
の
承
認

◎
性
能
発
注
方
式
と
は

◎
今
後
の
予
定

審　査　項　目　　　　　　配  点

合　　　　計

①全体計画に関する事項

36.5点

17.5点

11.0点

35.0点

100.0点

提案番号2 提案番号3 提案番号4

入札価格点

技術提案点

合計

※提案番号１は辞退

15点

26.9点

41.9点

15点

30.3点

45.3点

15点

29.5点

44.5点

②焼却施設建設工事に関する事項

③汚泥再生処理センター建設工事
　に関する事項

④入札価格に関する事項

（表1）

（表2）

得点化基準と配点

実績・車両動線・見学者対応・
環境配慮・災害対策・地域や社
会への貢献・景観・運転指導・
維持管理費用・焼却施設廃止時
の対応

安定稼働・安全対策・環境対策
・運転管理のし易さ・維持管理
費用・焼却灰固化対策・熱利用

安定稼働・安全対策・環境対策
・運転管理のし易さ・維持管理
費用

入札価格
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護
美
護
美
を
考
え
る
第105号

ご
み
を
か
ん
が
え
る

　
年
度
末
は
転
勤
や
進
学
に
よ
る
引
っ
越

し
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
例
年
、こ
の
時
期
に
な
る
と

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
大
島
町
で
は
こ
う
し
た
場
合
の
随
時
の

収
集
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。引
っ
越
し
の

際
は
諸
手
続
に
加
え
、ご
み
の
廃
棄
も
忘
れ

ず
に
余
裕
を
も
っ
て
処
理
で
き
る
よ
う
計

画
し
て
く
だ
さ
い
。

　
処
理
の
方
法
が
分
か
ら
な
い
方
は
、生
活

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
生
活
環
境
課
　
☎（
2
）１
４
８
７

　
こ
の
た
び
村
松
興
業
㈱
が
㈲
京
塚
金
属
、

㈱
オ
ー
レ
ッ
ク
に
続
き
廃
タ
イ
ヤ
処
理
受

け
入
れ
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
い
処
理
費
用
に
つ
い
て
は
、各
処
理

業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
村
松
興
業
㈱
　
　
☎（
4
）0
5
1
1

　
㈲
京
塚
金
属
　
　
☎（
2
）3
5
8
9

　
㈱
オ
ー
レ
ッ
ク
　
☎（
2
）0
0
5
1

﹇
日
時
﹈3
月
21
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
2
時（
１
時
間
程
度
）

﹇
場
所
﹈最
終
処
分
場（
差
木
地
）

﹇
募
集
人
数
﹈20
名

　
　
　
　
　（
現
地
集
合
が
可
能
な
方
）

﹇
申
込
方
法
﹈
3
月
15
日
（
木
）
午
後
5
時

　
　
　
　
ま
で
に
電
話
申
込（
先
着
順
）

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

　
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合

　
河
野
・
鈴
木

　
☎
0
3（
3
4
3
2
）4
9
6
1

お
引
越
し
の
時
の
ご
み
出
し
は

余
裕
を
も
っ
て
計
画
的
に

廃
タ
イ
ヤ
処
理
業
者
の
追
加

■
異
動
等
（
2
月
１
日
付
）

主
任
級
▼
観
光
商
工
課
　
岩
崎
玲
子
　
昇

格 大
島
町
職
員
人
事

﹇
島
内（
来
庁
者
等
）﹈

▼
1
月
21
〜
22
日
観
光
・
環
境
ま
ち
づ
く

り
と
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
▼
24
日
平

成
24
年
度
当
初
予
算
町
長
査
定
／
循
環
型

施
設
整
備
特
別
委
員
会
／
農
業
委
員
会
新

年
会
／
東
京
都
道
路
管
理
部
保
全
担
当
部

長
▼
25
日
元
町
港
商
店
会
▼
28
日
町
田
市
・

熱
海
市
・
東
伊
豆
町
・
加
茂
市
歓
迎
懇
親

会
▼
29
日
第
57
回
伊
豆
大
島
椿
ま
つ
り
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
・
江
戸
み
こ
し

と
あ
ん
こ
パ
レ
ー
ド
▼
30
日
臨
時
議
会
／

議
会
全
員
協
議
会
／
東
京
都
農
林
水
産
部

長
▼
31
日
第
１
回
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本

部
会
議
▼
2
月
1
日
第
2
回
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
対
策
本
部
会
議
▼
2
日
東
京
都
総
務
局

多
摩
島
し
ょ
行
政
担
当
部
長
／
第
3
回
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
会
議
▼
3
日
東
京

春
闘
共
闘
会
議
／
第
4
回
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

対
策
本
部
会
議
▼
4
〜
5
日
大
島
町
体
育

祭
野
球
大
会
（
小
学
生
の
部
）▼
4
日
大
島

警
察
署
歓
送
迎
会
▼
6
日
都
議
会
民
主
党

政
策
調
査
会
／
第
1
回
大
島
町
総
合
開
発

審
議
会
▼
7
日
東
京
都
建
設
局
河
川
部
長

／
第
5
回
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
会
議

▼
8
日
大
島
警
察
署
長
▼
9
日
カ
メ
リ
ア

フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
／
椿
の
島
復
興
21

世
紀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

町
長
の
う
ご
き
1
月
１０
日
〜
2
月
9
日

一
般
廃
棄
物
管
理
型

　
　
最
終
処
分
場
見
学
会

﹇
島
外
﹈

▼
1
月
10
〜
17
日
椿
ま
つ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン（
群
馬
・
埼
玉
・
館
山
・
千
葉
県
庁
・
都
庁
・

都
議
会
・
熱
海
・
下
田
・
東
伊
豆
・
伊
東
・

藤
沢
・
横
須
賀
　
他
）▼
19
日
東
京
都
栽
培

漁
業
推
進
協
議
会
▼
20
日
東
京
都
市
町
村

長
合
同
会
議
▼
23
日
東
京
都
市
町
村
職
員

共
済
組
合
施
設
運
営
委
員
会
▼
25
日
港
湾

関
係
団
体
新
春
賀
詞
交
歓
会

処
理
場
が
休
業
日
な
の
で
回

収
し
て
欲
し
い

本
日
の
船
便
で
島
を
離
れ
る

の
で
す
が
、
布
団
や
ガ
ス
台

な
ど
の
粗
大
ご
み
や
生
ご
み

な
ど
の
燃
や
せ
る
ご
み
を
処

理
場
へ
運
ぶ
時
間
が
な
い

椿
ま
つ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は

千
葉
県
知
事
に
も
お
会
い
し
ま
し
た
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相
　
　
　
　
　
　
　
　
談

健
　
診

予
防
接
種

こころの健康相談

糖尿病予防栄養相談

栄養・食生活相談

簡単バランス食相談

歯周病予防相談

ちびっ子歯科相談

親子で歯科相談

健康相談

6・9ケ月児健診

14・28日は離乳食相談、7・21日は保健相談あり

定期（三種混合・二種混合・麻疹・風疹・日本脳炎）

任意（ヒブ・肺炎球菌・子宮頸がん  など）

けんこうセンター（相談）　　　☎（2）8141

医療センター（健診・予防接種）☎（2）2346

前田内科クリニック（予防接種）☎（2）7700

5日（月）・15日（木）

5日（月）

22日（木）

23日（金）

7日（水）・その他

13日（火）・その他

14日（水）・その他

ご連絡ください

毎週水曜日

3 月 の 予 定

4月の母親学級（予約制）
妊婦さん対象

［場　所］けんこうセンター
［時　間］午後１時 30分～ 4時頃
［持ち物］母と子の保健バッグ（①のみ）・母子手帳
［日　程］1 コース 4日制
①4 月 13 日 ( 金 ) 保健師
 　  妊娠中に知っておきたいこと・
　　赤ちゃんとのくらし✿　　
②4 月 17 日 ( 火 ) 歯科医師・歯科衛生士
  　 歯科健診・楽しいブラッシング♥　　　　　　　　
③4 月 20 日 (金 ) 産婦人科医師・栄養士
　　お産の準備と経過・妊産婦の栄養（^o^）
④4 月 26 日 ( 木 ) 保健師
   　沐浴体験・妊婦体操・懇談会★

①④はパパさんも大歓迎!

くれよん相談♥にじっこ教室（無料）
［日　程］3月13日（火）・14日（水）
　　　　 〈予約制〉
［場　所］けんこうセンター
［対　象］乳幼児と保護者など
［持ち物］母子手帳
　♥心理士の先生が来島します
　　　　　　　　　　　　担当：保健師

健
康
づ
く
り
栄
養
教
室

健
康
づ
く
り
栄
養
教
室

健
康
づ
く
り
栄
養
教
室

健
康
づ
く
り
栄
養
教
室

　
生
活
習
慣
病
の
初
期
は
症
状
が
表
れ
に

く
い
の
で
「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」
と
も

呼
ば
れ
、
変
化
に
気
づ
い
た
時
に
は
か
な

り
病
気
が
進
行
し
て
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
日
の
食
事
は
と
て
も
大
切
で
、
病
気

と
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
体
を

健
康
的
に
保
つ
た
め
に
も
こ
の
機
会
に
思

い
切
っ
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

﹇
内
容
﹈
①
健
康
食
の
お
話

　
　
　
　
②
食
品
を
実
際
に
計
る
体
験
と

　
　
　
　
　
試
食

﹇
日
時
﹈
3
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
頃

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
対
象
﹈
40
歳
〜
64
歳
の
住
民
の
方

﹇
定
員
﹈
予
約
制
で
先
着
20
名

﹇
参
加
費
﹈
無
料

﹇
持
ち
物
﹈
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
箸
等

﹇
申
込
方
法
﹈
電
話
に
て
申
し
込
み

﹇
申
込
締
切
﹈
3
月
12
日
（
月
）

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
栄
養
士 : 

白
土

　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
8
1
4
1

　
平
成
23
年
度
の
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
は
3
月
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
平
成
24
年
度
の
が
ん
検
診
は
5
月

か
ら
と
な
り
ま
す
。

﹇
実
施
日
﹈

　
火
曜
日
・
木
曜
日
・
月
１
回
の
日
曜
日

﹇
場
所
﹈
医
療
セ
ン
タ
ー

﹇
検
診
の
種
類
﹈

　
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮

が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症
・
腹
部
Ｃ
Ｔ

﹇
料
金
﹈
各
検
診
年
１
回
の
み
無
料

﹇
予
約
受
付
﹈

　
医
療
セ
ン
タ
ー
　
☎
（
2
）
2
3
4
6

　
平
日
の
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
け
ん
こ
う
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
8
1
4
1

が
ん
検
診
は
受
け
ま
し
た
か
？
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火
山
活
動
の
解
説

﹇
平
成
23
年
の
概
況
﹈

　
地
下
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注
入
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
る
長
期
的
な
島
全
体
の
膨
張
傾

向
が
継
続
し
ま
し
た
。
山
体
の
短
期
的
な

収
縮
・
膨
張
を
示
す
地
殻
変
動
及
び
火
山

性
地
震
の
一
時
的
な
増
加
は
あ
り
ま
し
た

が
、
三
原
山
の
噴
気
の
状
態
及
び
熱
活
動

に
特
段
の
変
化
は
な
く
、
火
山
活
動
は
静

穏
に
経
過
し
ま
し
た
。

（
噴
気
活
動
）

　
三
原
山
の
現
地
調
査
で
は
、
三
原
山
山

頂
火
口
内
及
び
そ
の
周
辺
に
み
ら
れ
る
噴

気
活
動
は
、
ご
く
弱
い
状
態
で
経
過
し
ま

し
た
。
北
西
外
輪
に
設
置
し
た
遠
望
カ
メ

ラ
で
は
、
剣
ガ
峰
付
近
や
三
原
山
山
頂
火

口
、
三
原
新
山
付
近
の
噴
気
が
時
々
観
測

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
噴
気
は
い
ず
れ

も
ご
く
弱
く
、
火
山
活
動
の
活
発
化
を
示

す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
火
口
内
の
温
度
）

　
三
原
山
山
頂
火
口
内
の
地
表
面
最
高
温

度
は
22
〜
49
℃
で
、
平
成
11
年
以
降
ほ
ぼ

同
じ
レ
ベ
ル
で
経
過
し
ま
し
た
。
火
口
周

辺
の
噴
気
温
度
に
も
大
き
な
変
化
は
み
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
地
震
と
微
動
）

　
2
月
9
日
に
島
西
部
を
震
源
と
す
る
火

山
性
地
震
が
一
時
的
に
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
3
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
」
以
降
、
26
日
に
か
け

て
島
北
部
及
び
島
西
部
を
震
源
と
す
る
火

山
性
地
震
が
一
時
的
に
増
加
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
の
期
間
は
火
山
性
地
震
の
発
生

回
数
は
少
な
く
経
過
し
ま
し
た
。
震
源
は
、

主
に
島
西
部
と
三
原
山
周
辺
の
浅
い
と
こ

ろ
に
分
布
し
ま
し
た
。
火
山
性
微
動
は
観

測
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

①：三原山山頂火口周辺の噴気温度と火口底の温度
②：地震の日別回数
③：GPSによる北西外輪と差木地奥山間の距離の変化
　　①～③の期間は（平成13年1月～平成23年12月）
④：火山性地震の震源分布（平成23年1月～12月）

（
地
殻
変
動
）

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
及
び
体
積
ひ
ず
み
計
に
よ
る
連

続
観
測
で
は
、
地
下
深
部
へ
の
マ
グ
マ
注

入
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
島
全
体
の
長
期

的
な
膨
張
傾
向
が
継
続
し
ま
し
た
。
短
期

的
に
は
、
１
月
頃
か
ら
縮
み
の
傾
向
が
、

ま
た
、
10
月
以
降
は
伸
び
の
傾
向
が
認
め

ら
れ
る
な
ど
の
変
動
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
平
成
24
年
１
月
の
概
況
﹈

　
三
原
山
の
噴
気
の
状
態
及
び
熱
活
動
に

大
き
な
変
化
は
な
く
、
火
山
性
地
震
の
回

数
も
少
な
く
経
過
し
ま
し
た
。
三
原
山
山

頂
火
口
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
す
噴
火
の
兆

候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
は
１
（
平
常
）
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
火
山
防
災
連
絡
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
（
2
）
1
1
6
6

④

平成13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

平成13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

平成13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

震源分布図
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☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

　
2
月
11
日
（
土
）
大
島
公
園
椿
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

第
21
回
ミ
ス
椿
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
応
募
総
数
54
名
の
中
か
ら
書
類
審
査
を
通
過
し
た
23

名
が
あ
ん
こ
衣
装
で
自
己
紹
介
。
二
次
審
査
は
一
次
審

査
を
通
過
し
た
7
名
で
行
わ
れ
、
質
問
形
式
で
審
査
が

進
み
ま
し
た
。
質
問
の
な
か
に
は
「
都
知
事
へ
大
島
を

紹
介
」
や
「
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
の
説
明
」
と
い
う

難
題
も
！

　
そ
ん
な
中
、
み
ご
と
第
21
代
ミ
ス
椿
の
女
王
に
輝
い

た
の
は
芹
川
香
菜
子
さ
ん
（
24
歳
）
。
自
ら
も
観
光
特

派
員
に
登
録
し
、
今
回
で
10
回
目
の
来
島
と
い
う
大
島

好
き
で
す
。
そ
し
て
椿
の
女
王
に
は
坂
本
奈
津
美
さ
ん

（
21
歳
）
と
荒
巻
来
美
さ
ん
（
25
歳
）
が
選
ば
れ
、
3

名
に
は
今
後
1
年
間
、
大
島
の
観
光
P
R
の
た
め
に
活

躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
第
57
回
伊
豆
大
島
椿
ま
つ
り
が
１
月
29

日
（
日
）
に
ス
タ
ー
ト
し
、
3
月
18
日

（
日
）
ま
で
の
50
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
友
好

都
市
の
加
茂
市
を
は
じ
め
、
町
田
市
、
熱

海
市
、
東
伊
豆
町
な
ど
か
ら
多
く
の
方
々

が
駆
け
つ
け
、
盛
大
に
鏡
開
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
江
戸
み
こ
し
と
あ
ん
こ
パ
レ
ー

ド
で
は
電
気
自
動
車
が
先
導
を
行
い
、
環

境
に
優
し
い
町
づ
く
り
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
は
18
団
体
・
約
１
，
3
0
0

名
が
参
加
し
、
踊
り
や
仮
装
な
ど
で
沿
道

の
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
、

観
光
協
会
前
で
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
3
基
の

神
輿
が
威
勢

よ
く
町
を
ね

り
歩
き
、
パ
レ

ー
ド
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

椿
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト

椿
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
江
戸
み
こ
し
と

　
　
　
　
　
あ
ん
こ
パ
レ
ー
ド

ミス椿の女王　芹川香菜子さん（中央）
椿の女王　坂本奈津美さん（左）荒巻来美さん（右）

椿まつり開催

椿 の 女 王
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●ま・ち・の・わ・だ・い

　
2
月
10
日
（
金
）
に
椿
ま
つ
り
「
夜
祭
り
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
大
漁
旗
が
飾
ら
れ
た
元
町
港
船
客
待
合
所
に
は
出
店

ブ
ー
ス
が
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
御
神
火
太
鼓
・
ス
ー

パ
ー
あ
ん
こ
・
御
神
火
よ
さ
こ

い
舞
隊
・
あ
ん
こ
さ
ん
の
手
踊

り
な
ど
、
日
替
わ
り
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
楽
し
め
ま
す
。

　
椿
ま
つ
り
の
夜
を
盛
り
上
げ

る
夜
祭
り
は
、
3
月
18
日
（
日
）
ま
で
の
金
・
土
・
日
曜

日
の
午
後
7
時
30
分
か
ら
元
町
港
船
客
待
合
所
に
て
開
催

中
で
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
2
月
10
日
（
金
）
か
ら
23
日
（
木
）
ま
で
の
2

週
間
、三
原
山
頂
に
お
い
て
椿
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
や
ぶ
椿
や
園
芸
種
な
ど
2
0
0
点
を
超
え

る
椿
が
展
示
さ
れ
、会
場
は
椿
の
花
で
い
っ
ぱ

い
！
ま
た
、
伊
東
市
小
室
山
の
椿
の
ほ
か
、
写

真
や
ポ
ス
タ
ー
、椿
に
関
連
し
た
こ
け
し
や
陶

芸
な
ど
も
飾
ら
れ
、来
場
者
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
カ
メ
リ
ア
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

は
園
芸
種
・
や
ぶ
椿
・
や
ぶ
椿
大
輪
の
3
部

門
に
74
点
の
出
品
が
あ
り
、椿
展
初
日
に
は
表

彰
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

椿
展

夜
祭
り
　
開
催
中
！

カ
メ
リ
ア
マ
ラ
ソ
ン

第57回 伊豆大島

　
第
41
回
カ
メ
リ
ア
マ

ラ
ソ
ン
が
2
月
19
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
、

島
内
・
島
外
か
ら
１
，

1
8
7
名
も
の
エ
ン
ト

リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
前
9
時
30
分
に
10

㎞
の
部
が
役
場
前
を
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
10
分
後

に
は
5
㎞
の
部
が
ス
タ

ー
ト
し
、
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
て
力
強
い
走
り
を

み
せ
ま
し
た
。

　
寒
さ
に
も
負
け
ず
、

5
㎞
の
部
で
は
5
5
6
名
が
、
10
㎞
の
部
で
は
4
3
4
名
の
選
手
が

時
間
内
に
完
走
。
5
㎞
総
合
優
勝
は
、
あ
き
る
野
市
招
待
選
手
の
園

田
和
貴
さ
ん
で
18
分
21
秒
、
10
㎞
で
は
小
沢
孝
浩
さ
ん
が
33
分
49
秒

で
総
合
優
勝
を
き
め
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
、
沿
道
か
ら
声
援
を

送
っ
て
く

だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
、

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ゴール後には温かい明日葉汁の
ふるまいもありました！

ちびっ子選手も→

ゆりーとランナーが
東京国体をPR!

御神火大使の
沖山健司さんもゴール!
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☆
話
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
っ
て
み
ん
な
イ
キ
イ
キ
し
て
る

●
ま
・
ち
・
の
・
わ
・
だ
・
い

●ま・ち・の・わ・だ・い

　2月2日に第61回関東東海花の展覧会品評会が行
われ、大島からは一般切花14点、球根切花2点が出
品されました。どれも大変好評をいただき、各部門
で6名の方が入賞しました。おめでとうございます。

［受賞者と出品物］
　銀　賞・日本花普及センター会長賞
　　　・大登平之助　一般切花の部
　　　　キキョウラン
　銀　賞
　　　・柳瀬　豊　　球根切花の部
　　　　スイセン（黄房）
　　　・五味　文明　一般切花
　　　　ブバルディア
　　　　（ダイヤモンドライトピンク・ピンク）
　銅　賞
　　　・篠崎　哲郎　一般切花の部
　　　　キンギョソウ（カリヨン・サーモン）
　　　・五味　秀策　一般切花の部
　　　　ブバルディア（ハイブリッドレッド・赤）
　　　・五味　富榮　一般切花の部
　　　　キキョウラン

強
い
ぞ
！
リ
ト
ル
ハ
ー
バ
ー
ズ
！

　
2
月
4
日
（
土
）
、
5
日
（
日
）
差
木

地
地
域
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

第
55
回
大
島
町
体
育
祭
野
球
大
会
（
小
学

生
の
部
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
強
風
と
い
う
悪
天
候
の
中
で
の
試
合
と

な
り
ま
し
た
が
、
各
チ
ー
ム
全
力
で
プ
レ

ー
し
て
い
ま
し
た
。

　
2
月
4
日
（
土
）
・
5
日
（
日
）
の
2

日
間
、
大
島
高
校
体
育
館
に
お
い
て
第
11

回
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ッ
プ
Ｊ
Ｈ
Ｓ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
島
内
全
て
の
中

学
校
と
島
外
の
6
チ
ー
ム
が
若
さ
溢
れ
る

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
し
た
の
は
、
決
勝

戦
で
深
川
第
三
中
学
校
（
東
京
）
に
勝
利

し
た
永
田
中
学
校
（
神
奈
川
）
！

　
島
内
の
中
学
校
で
は
、
第
三
中
学
校
が

健
闘
し
ま
し
た
が
惜
し
く
も
4
位
に
！

　
普
段
は
試
合
を
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

チ
ー
ム
と
の
対
戦
や
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

通
じ
た
交
流
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
椿
ま
つ
り
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

あ
ん
こ
さ
ん
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
観
光
関
連
施
設
を
は
じ
め
、
役
場
や
銀
行
な
ど
で

も
あ
ん
こ
衣
装
で
接
客
を
行
っ
て
お
り
、
住
民
の
方

か
ら
も
好
評
で
す
。

　
3
月
18
日
ま
で
衣
装
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
観
光
商
工
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

波
浮
リ
ト
ル
ハ
ー
バ
ー
ズ

元
町
サ
ン
デ
ー
ズ

差
木
地
パ
ン
サ
ー
ズ

岡
田
リ
ト
ル
八
幡

北
の
山
モ
ー
ニ
ン
グ
ス

1
138

60 34
4 10

優勝 波浮リトルハーバーズ

　
決
勝
戦
は
連
覇
を
狙
う
差
木
地
パ
ン
サ

ー
ズ
と
波
浮
リ
ト
ル
ハ
ー
バ
ー
ズ
が
対
戦
。

力
の
差
を
見
せ
つ
け
た
波
浮
が
サ
ヨ
ナ
ラ

勝
ち
で
優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

レインボーカップ
JHSバレーボール大会！

島の内外の中学生が熱戦！

あ
ん
こ
姿
で
お
も
て
な
し
を
！

第 61回
関東東海花の展覧会品評会入賞
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●ま・ち・の・わ・だ・い

大
島
公
園
だ
よ
り

No.
162

島
公
園
動
物
園
の
ゾ
ウ
ガ
メ
屋
内
展
示
場
の
一
角
に
オ

ニ
オ
オ
ハ
シ
を
展
示
し
ま
し
た
。
オ
ニ
オ
オ
ハ
シ
は
も

と
も
と
南
米
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨
林
に
生
息
す
る
鳥
類
で
、

10
月
に
ガ
イ
ア
ナ
共
和
国
か
ら
来
園
し
ま
し
た
。

ニ
オ
オ
ハ
シ
と
い
え
ば
、
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
巨
大
で

鮮
や
か
な
黄
色
の
く
ち
ば
し
で
し
ょ
う
。
全
長
の
１
／

3
の
長
さ
を
占
め
る
く
ち
ば
し
は
見
た
目
に
反
し
て
非
常
に

軽
く
、
細
か
く
切
っ
た
果
物
を
器
用
に
つ
ま
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
多
く
の
鳥
は
く
ち
ば
し
を
使
っ
て
エ
サ
を
つ
い
ば
む

よ
う
に
し
て
食
べ
ま
す
が
、
オ
ニ
オ
オ
ハ
シ
は
つ
ま
ん
だ
エ

サ
を
上
部
に
持
ち
上
げ
、
落
ち
て
き
た
と
こ
ろ
を
飲
み
込
む

と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
食
べ
方
を
し
ま
す
。

て
、
こ
の
巨
大
な
く
ち
ば
し
に
は
ど
ん
な
役
割
が
あ
る

か
昔
か
ら
議
論
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
求
愛
行
動
や
果

実
を
と
る
の
に
適
し
て
い
る

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

最
近
の
研
究
で
体
温
を
下
げ

る
必
要
が
あ
る
と
き
に
体
内

の
熱
を
逃
が
す
ラ
ジ
エ
ー
タ

の
役
割
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

嬌
の
あ
る
容
姿
、
エ
サ

の
面
白
い
食
べ
方
な
ど
、

見
所
満
載
の
オ
ニ
オ
オ
ハ
シ

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大オさ愛

○
大
島
の「
椿
」を
詠
ん
だ
作
品
集
│

詩
歌
編

﹇
編
者
﹈時
得
孝
良

著
名
人
が
詠
ん
だ
大
島
の
椿
の
詩
歌
集
。

○
僕
の
音
楽
物
語 

1
9
7
2
│
2
0
1
1

　
名
も
な
き
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
手
帳
が

語
る
日
本
ポ
ッ
プ
ス
興

亡
史

﹇
著
者
﹈平
野
肇

﹇
発
行
﹈祥
伝
社

楽
譜
も
読
め
な
か
っ
た
学
生
が
プ
ロ
に
!?

○
こ
こ
が
家
だ

　
　
　
ベ
ン
･
シ
ャ
ー
ン
の
第
五
福
竜
丸

﹇
絵
﹈ベ
ン
・
シ
ャ
ー
ン

﹇
構
成
・
文
﹈

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド

﹇
発
行
﹈集
英
社

原
水
爆
実
験
に
遭
遇
し
た
日
本
の
漁
船
。

○
オ
オ
カ
ミ
追
跡
18
年

　
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
ま
だ
生
き
て
い
る

﹇
著
者
﹈斐
太
猪
之
介﹇
発
行
﹈実
業
之
日
本
社

○
立
場
茶
屋
お
り
き
シ
リ
ー
ズ

﹇
著
者
﹈今
井
絵
美
子

﹇
発
行
﹈角
川
春
樹
事
務
所

国
体
相
撲
競
技
開
催
！
相
撲
を
学
ぼ
う
!

○
相
撲

﹇
監
修
﹈日
本
相
撲
連
盟

﹇
発
行
﹈岩
崎
書
店

○
絵
本
　
大
相
撲

﹇
相
撲
甚
句
﹈小
島
貞
二

﹇
文
﹈三
宅
充

﹇
発
行
﹈ア
リ
ス
館

　
大
津
波
を
想
定
し
た
水

難
救
助
合
同
訓
練
が
１
月

18
日
（
水
）
に
岡
田
港
に
お

い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
警
視
庁
災
害
対
策
課
が
中
心
と
な
り
、
水
難
救
助
隊
・
航
空
隊
・

東
京
湾
岸
署
・
大
島
警
察
署
・
海
上
保
安
庁
下
田
海
上
保
安
部
・

岡
田
漁
協
の
総
勢
70
名
が
訓
練
に
参
加
。大
津
波
発
生
後
、
被
災
者

が
海
に
漂
流
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練
で
、
被
災
者
役
の

人
々
が
海
に
入
る
と
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
警
備
艇
・
巡
視
船
・
漁
船

が
す
ば
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発

揮
し
て
、
次
々
と
漂
流
し
て
い
る
被
災

者
を
海
か
ら
助
け
出
し
ま
し
た
。

☎（
2
）2
3
9
2

水難救助
合同訓練
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白
井
　
漣
音
く
ん
　
　
　
功
次
・
慶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
4
（
元
　
町
）

小
池
　
和
樹
く
ん
　
　
　
暢
周
・
あ
ず
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
6
（
元
　
町
）

川
島
明
日
香
ち
ゃ
ん
　
　
勝
彦
・
晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
12
（
岡
　
田
）

望
月
　
琥
春
く
ん
　
　
　
大
介
・
英
里
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
16
（
元
　
町
）

内
藤
　
花
音
ち
ゃ
ん
　
　
貴
之
・
由
香
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
17
（
元
　
町
）

宮
川
　
紗
綾
ち
ゃ
ん
　
　
卓
也
・
加
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
18
（
岡
　
田
）

中
村
　
奏
く
ん
　
　
　
　
康
寛
・
く
み
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
／
19
（
野
　
増
）

1
／
4
〜
2
／
5
ま
で
に

　
届
け
出
の
あ
っ
た
人
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
父
・
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
／
日
　
住
　
所

れ
ん
と

か
ず
き

あ

す

か

こ
は
る

か
の
ん

さ

あ
や

か
な
で

　
岡
田
・
泉
津
・
北
の
山
・
元
町
青
年
で
は
、
今
年
も

「
縁
日
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
人
が
集
ま
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
島
が
元
気

に
な
れ
ば
い
い
な
、
と
思
い
企
画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
3
月
18
日
（
日
）
午
前
11
時

﹇
場
所
﹈
八
幡
神
社
参
道
（
岡
田
港
近
く
）

﹇
内
容
﹈
模
擬
店
・
野
菜
即
売
会
・
踊
り
・
ネ
ッ
ト
生

　
　
　
　
中
継
　
他

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
縁
日
実
行
委
員
会
　
柳
瀬
塁

　
　
　
☎
0
9
0
│

1
8
4
8
│

7
5
5
0

　大島公園椿プラザでは、
屋台やあんこ衣装の貸し出
しのほか、郷土芸能が楽し
めます。3月18日まで。

　
3
つ
の
手
具
（
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・
ベ

ル
タ
ー
）
を
使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

行
う
健
康
体
操
で
す
。
動
き
や
す
い
服

装
・
靴
・
タ
オ
ル
を
用
意
し
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
3
月
2
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
大
会
議
室

※
参
加
費
無
料

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
㈳
日
本
3
Ｂ
体
操
協
会

　
東
京
都
支
部
　
丸
井

　
　
☎
０
９
０
│

７
４
２
０
│

７
９
８
４

　
入
場
無
料
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

﹇
日
　
時
﹈
3
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
開
場
１
時
）

﹇
場
　
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
2
階
大
集
会
室

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
藤
倉
学
園
　
講
演
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
成
田
　
　
☎
（
2
）
2
3
6
2

〜
脳
を
活
か
し
て
広
げ
る      

　

無
限
の
可
能
性
〜

脳
科
学
者  

茂
木
健
一
郎
氏

福
祉
講
演
会

第3回

岡
田
み
な
と
祭
り
縁
日

み
ん
な
で
楽
し
く
3
B
体
操

［日時］3月18日（日）小雨決行 
　　　　9：15～14：00頃まで　
［集合］元町墓地
［順路］墓地→桜橋→薬師堂→弘法浜
　　　　→旧なし山（丸塚橋付近）→墓地
［持参］雨具、防寒具、昼飯、飲み物、手袋等
［条件］すべて自己責任、交通規則遵守
　　天候等都合によりコース変更することが
　　あります。
［問い合わせ］OWC大島ウォーキングクラブ
　　　　　　  丸尾時彦☎（4）0498　
　　　　　　  島田幸子☎（4）0668
［次回予定］4月8日（日）桜が咲いていたら
　　　　　  　　　　　　　いいなウォーク

＊元町かいわいウォーク＊

第166回

みんなで楽しく歩こう大島

﹇
日
時
﹈
4
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時

﹇
場
所
﹈
藤
倉
学
園
敷
地
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
（
雨
天
時
は
屋
内
で
実
施
）

﹇
内
容
﹈
学
園
利
用
者
や
各
種
団
体
に

よ
る
出
し
物
・
抽
選
会
・
各
種
模
擬

店
・
作
品
販
売
・
バ
ザ
ー
等

※
来
園
の
際
、
車
は
大
島
高
校
へ
の
駐

　
車
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
藤
倉
学
園
　
☎
（
2
）
2
3
6
2

藤
倉
学
園

　
　 

お
花
見
会

椿まつ
り開催中
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1
／
6
〜
2
／
5
ま
で
に
届
け
出
が
あ
っ
た
人

稲
葉
　
　
豊
さ
ま（
93
・
北
の
山
）
12
／
31

沖
山
　
榮
子
さ
ま（
84
・
元
　
町
）
1
／
5

成
獺
三
七
兒
さ
ま（
80
・
元
　
町
）
1
／
9

菊
地
　
寅
好
さ
ま（
92
・
波
浮
港
）
1
／
9

今
江
　
政
一
さ
ま（
90
・
元
　
町
）
1
／
10

森
田
菊
五
郎
さ
ま（
85
・
ク
ダ
ッ
チ
）
1
／
15

堀
口
　
マ
ス
さ
ま（
93
・
ホ
ー
ム
）
1
／
16

持
丸
　
常
久
さ
ま（
90
・
泉
　
津
）
1
／
16

木
村
　
德
子
さ
ま（
88
・
ク
ダ
ッ
チ
）
1
／
20

寺
田
　
ハ
ナ
さ
ま（
99
・
元
　
町
）
1
／
21

木
村
み
ど
り
さ
ま（
79
・
ホ
ー
ム
）
1
／
21

飯
塚
　
　
綠
さ
ま（
83
・
波
浮
港
）
1
／
24

沖
山
　
明
弘
さ
ま（
76
・
元
　
町
）
1
／
29

水
町
　
節
子
さ
ま（
87
・
差
木
地
）
1
／
30

五
十
嵐
　
嘉
さ
ま（
80
・
ホ
ー
ム
）
1
／
30

平
田
富
士
香
さ
ま（
84
・
差
木
地
）
1
／
31

友
引
の
日
の
火
葬
業
務
は
休
業
と
な
り
ま
す

　
♪
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
♪

﹇
日
時
﹈
3
月
15
日
（
木
）
・
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
29
日
（
木
）

　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
後
7
時
〜
9
時

﹇
場
所
﹈
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

﹇
指
導
﹈
大
久
保
省
三
先
生

 

（
大
島
高
校
出
身
・
芸
大
声
楽
科
卒
業
）

﹇
曲
目
﹈
赤
い
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
・
宇
宙
戦
艦

　
　
　
　
ヤ
マ
ト
　
他

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
福
本
洋
祐

　
☎
0
9
0
│

4
0
1
7
│

1
5
6
9

航
空
便
発
着
時
刻
表

3
月
1
日
〜
31
日

東  京 　  大  島  　 東  京便名 機　種

1843
1844 DHC8

8:55発
10:45着

    9:30着
10:15発

東  京 　  大  島  　 東  京便名 機　種

1843
1844 DHC8

8:55発
10:45着

    9:35着
10:10発

●
Ａ
Ｎ
Ａ
予
約
・
料
金
・
問
い
合
わ
せ

　
☎
0
5
7
0
（
0
2
9
）
2
2
2

●
貨
物
運
航
等
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
（
8
時
45
分
〜
17
時
）

　
☎
（
2
）
2
3
3
7

※出発時刻の15分前までに保安検査場をお通
　りいただけるよう余裕をもって空港へお越
　しください。

　3月19日～3月24日は、就航機材の整
備作業のため運休となります。

運休について

3月1日～3月18日

3月25日～3月31日

﹇
内
容
﹈
移
植
と
鉢
づ
く
り

﹇
日
時
﹈
3
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

﹇
場
所
﹈
椿
公
園
（
元
町
）

﹇
費
用
﹈
教
材
費
5
0
0
円

﹇
主
催
﹈
伊
豆
大
島
花
の
会

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
宮
脇
四
郎
　
☎
（
2
）
1
8
2
4

1
0
0
％
天
然
素
材
！

大
島
の
海
水
で
塩
と

　
　
　
に
が
り
づ
く
り

1
0
0
％
天
然
素
材
！

大
島
の
海
水
で
塩
と

　
　
　
に
が
り
づ
く
り

海
の
ふ
る
さ
と
村
自
然
教
室

﹇
内
容
﹈

　
大
島
沖
合
を
流
れ
る
黒
潮
か
ら
汲
み
上

げ
た
海
水
を
煮
詰
め
て
塩
分
濃
度
を
徐
々

に
上
げ
て
い
き
、
塩
の
結
晶
が
大
き
く
な

る
様
子
を
観
察
し
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た

塩
と
に
が
り
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
3
月
24
日
（
土
）
午
前
9
時

﹇
集
合
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ
前

﹇
料
金
﹈
大
人
　
2
，
0
0
0
円

　
　
　
　
小
人
　
１
，
6
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昼
食
付
き
）

﹇
申
込
締
切
﹈
3
月
20
日
（
火
）
正
午

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
海
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
4
）
1
1
3
7

　
3
月
3
日
ま
で
、
大
島
空
港
2
階
レ
ス

ト
ラ
ン
前
に
雛
人
形
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

　
折
り
紙
で
作
っ
た
椿
と
ア
メ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
Ａ
Ｎ
Ａ
カ
ウ
ン
タ
ー
係
員
ま
で
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
総
務
課
空
港
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
2
）
2
3
5
3

空
港
に
雛
人
形
を

　
見
に
行
こ
う
！

　
定
時
制
で
は
社
会
人
の
方
も
積
極
的
に

募
集
し
て
い
ま
す
。学
び
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

﹇
願
書
受
付
﹈3
月
22
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
3
時
〜
午
後
７
時

　
　
　
　
　
本
校
経
営
企
画
室

﹇
試
験
日
﹈3
月
27
日（
火
）

※
詳
細
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

※
中
学
校
を
修
了
し
て
い
れ
ば
何
歳
で
も

　
応
募
で
き
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

　
大
島
高
校
　
☎（
2
）1
4
3
1

　
定
時
制
副
校
長
　
鈴
木

　h
ttp
://w
w
w
.osim

a-h
.

　
　
　
　
　
　
　m

etro.tokyo.jp
/

大
島
高
校
定
時
制

二
次
募
集（
新
1
年
生
）

瀬
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広報

2012年
（平成24年）

3月号

行 政 と み な さ ん を 結 ぶ

No.545

総務課

町長室

観光商工課

教育文化課

議会事務局

会計室

住民課

　住民戸籍係

税務課

福祉けんこう課

水道課

生活環境課

産業課

建設課

国体対策室

消防本部

（2）1443

（2）1444

（2）1446

（2）1453

（2）1449

（2）1452

（2）1462

（2）1448

（2）1465

（2）1471

（2）1478

（2）1487

（2）1445

（2）1482

（2）0035

（2）0119

各
課
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

大島町役場 ★ホームページ　　　http://www.town.oshima.tokyo.jp/
　　　　　 ★Eメール（町長室）town-build@town.oshima.tokyo.jp
　　　　　 ★Eメール（町長）  mayor@town.oshima.tokyo.jp

おおしま
住民カレンダー March（弥生）3月3月

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday

1

8

15

22

29

5

6

13

20

27

3

5

12

19

26

2

7

14

21

28

4

2

9

16

23

30

6

3

10

17

24

31

7

海…大島海洋国際高校（2時～4時）
大…大島高校（1時30分～3時30分）

移動図書館車 図書館開放日
ひまわり号
巡回日（雨天中止）

ご
み
収
集

普通ごみ

金属類

元－元町、北－元町字仲野馬の背以北及び北の山
岡－岡田、泉－泉津、野－野増、間－間伏
差－差木地、ク－クダッチ、波－波浮港、沖の根

※差木地沖の根地区は、波浮港地区の収集日に収集します。

《
ク
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
》
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
て
朝
8
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
＊
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
2
月
20
日
現
在
の
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
日
程
変
更
等
に
つ
い
て
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

4

11

18

25

1元 　 町
北 の 山
岡 　 田
泉 　 津
野 　 増
差 木 地
波 浮 港

計
昨 年

1,499世帯
780 〃 
463 〃 
228 〃 
335 〃 

1,058 〃 
483 〃 

4,846世帯
4,830世帯

2,739人
1,438〃　   
890〃　
410〃　
576〃　
1,809〃　
715〃　

8,577人
8,654人

大島町の世帯と人口
（24・2・1）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

火山博物館休館 法律相談 水道メーター検針
　　　（～27日）

住民説明会
（差木地公民館）
大島町文化祭作品展
　　　　 （～11日）

住民税申告受付
　　（泉津公民館）

住民税申告受付
　　   （野増公民館）
住民説明会
（開発総合センター）

住民税申告受付
　　（北の山公民館）
住民説明会
（岡田コミュニティ
　　　　  センター）

住民税申告受付
（岡田コミュニティ
　　　　 センター）
御神火温泉休館

ウルトラランニング
海ふる自然教室

住民税申告受付
（波浮港老人福祉館）

住民税申告受付
（差木地公民館）

行政相談 水道料金納付期限農業委員会

国民健康保険税
　 第10期納付期限

サンセットパーム
　　　  ライン駅伝

（4月）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

元3.4・岡・泉
波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波

プラスチック製品
（主に硬い素材のもの）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）

北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
ク・間・差

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

空き缶（飲料用）
ペットボトル

（各地区回収箱）

元3.4・岡・泉
波
びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

びん・ガラス
瀬戸物（陶磁器）
（各地区回収箱）

元1.2・北・野
差
北部地区
（各地区回収箱）

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

発泡スチロール
（各地区回収箱）

ク・間

ク・間

波

波

波

波

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）波

元1.2・北・野
ク・間

元3.4・岡・泉
差
南部地区
（各地区回収箱）波

海・大

海・大

南部

南部

北部

北部

大

大北部

海・大

燃やせるゴミ
収集しません

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

　椿まつりが始まり、多くの観光客の方がいらっしゃって
います。私たちは普段何気なく生活していますが、観光客
の方が自然や景色にとても感動している姿を見て、大島の
すばらしさを改めて実感させられました。大島の魅力をも
っと多くの人に知ってもらいたいですね。
　さて、東日本大震災から１年が経ちます。人との絆や防
災、節電など、多くのことを感じ、考えました。それらのこ
とを忘れないよう１年の節目を迎えようと思います。㋐

春分の日

確
定
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

申
告
期
間
は
3
月
15
日（
木
）ま
で
で
す
！

江戸みこしと
あんこパレード

第57回伊豆大島椿まつり
3月18日まで開催中


